
内　　　　　　　　　　　　　容 講　　師 所　　　属 期間・時限等 募集人員

1 古文書解読講座

　江戸～明治期の儒者・医者など、漢字漢文に素養のある人々の、
書簡・日記・書幅などの肉筆資料を中心に読解していく。一般に漢籍
と違って、国書では書写資料の占める割合が非常に高く、ことに江戸
～明治期の漢詩漢文は、同好者間に小部数流通した場合が多く、こ
の分野を扱う以上、書写資料の読解は避けて通れない。多くの資料
に触れて、当時の書体・用字・用語に習熟して欲しい。

町  泉寿郎
本学文学部

　教授
火曜日
4時限

募集を締め
切りました

2 『古事談』の研究

　13世紀初頭に源顕兼が編纂した『古事談』を取り上げる。６巻から
なるこの説話集は、王道后宮・臣節・僧行・勇士・神社仏寺・亭宅諸
道の６部に分かれ、ほぼ時系列に各説話が配列されている。そして
その文体は引用文献の文体がほぼそのままに写されているために、
貴族日記・記録をもとにしたものは漢文体、巷間の説話を収録したも
のは漢字片仮名交じりの和漢混淆文体という具合に多岐にわたる。
中世の男性が日常的に使用していた文体に、本書を通じて触れ、当
時の文体の理解に繋げてほしい。

磯　　水絵
本学文学部

教授
火曜日
6時限

募集を締め
切りました

3 『国語』の研究

　春秋時代の歴史書『国語』を、清朝の学者の残した校勘記、注釈、
読書メモ及び近年の研究成果を参照しながら精読する。中国古典を
現代の訳注や書き下し文だけに頼らず、先人の残した資料や近年の
研究成果などを参照しながら読み解く力を身につけることを目的とす
る。
　本講座は演習形式であるが、資料作成及び発表は大学院生のみ
とする。

小方　伴子
本学文学部

教授
月曜日
5時限

募集を締め
切りました

4 論文撰述の方法と実践

　前期では、主に論文撰述の方法を具体例を挙げながら一緒に考え
る。特に日中の相違を明らかにしたい。後期では、受講者の学位論
文の発表が中心で、学術論文の書き方を身につけてもらいたい。

王　　宝平
本学文学部

教授
水曜日
６時限

募集を締め
切りました

注） 1．開講時間　 4時限 ： 14:50～16:20　　5時限 ： 16:40～18:10　　6時限 ： 18:20～19:50

2．前期・後期

3．開講日等 開講予定日・教室は、講師及び学内行事等の都合で変更する場合があります。

また、夏期休業は  8/4～9/12、冬期休業は 12/24～1/8　です。

ご案内

2019年度　二松学舎大学　日本漢学研究センター主催公開講座

　2019年度日本漢学研究センターが主催する公開講座は、日本漢学研究又は漢文文献の調査・整理に関心を持つ若手研究者を育成する講
座です。受講対象者は、学内外の大学院生及び院生レベルの若者を主とし、他に一般社会人等にも、演習・講義等を通じて必要な基礎知識と
技能を身につけていただくことを目的としています。

◆受 講 料  ：　　無 料　　　◆対 象 者　：　学生、研究者、教員、図書館員及び一般の方　     ◆会 場　：　本学九段校舎

◆応募締切等：　4月19日　〔演習講座（1～4）は、受講許可の選考を行います。〕

◆申込・問い合わせ先　：　二松学舎大学 東アジア学術総合研究所 日本漢学研究センター　　〒102-0074　東京都千代田区九段南2-4-14
　  ℡： 03-3261-3535  Fax： 03-3261-3536　  e-mail ： kangaku@nishogakusha-u.ac.jp   URL： https://www.nishogakusha-u.ac.jp/eastasia/

講　　　　座　　　名

演習
講座

*
（本学
授業
科目）

前期：　4/8～7/27の15回　　　後期：　9/13～12/19 ・1/9～1/23 の15回


